
蒸し暑い日が続いていますが、子どもたちは汗をかきながらも元気 

いっぱい遊んでいます。園庭の砂場に水をまくと「うわー！」と両手を広げて 

水に触れ、気持ちよさそうな表情で涼む姿がとてもかわいらしいです。 

また、「まてまてして（追いかけて）」「ドロドロオバケして（オバケに

なって追いかけて）」など、保育者や友だちを誘って追いかけっこを 

楽しむ子どもたちの姿も見られています。友だちが走っていると、砂場や 

すべり台で遊んでいた子どもたちも一緒に参加し、徐々に大きな集団に 

なり、みんなで走ることを楽しんでいます。 

今月からプール遊び、水遊びが始まります。また、寒天や片栗粉を 

使って感触を楽しむ遊びも予定しています。水や様々な素材に 

触れる中で、心地良さやおもしろさを感じたり、発見したりし、 

暑い夏を子どもたちと一緒に楽しく過ごしていきたいと思います。 

日に日に暑さが増し、本格的な夏の訪れを感じる季節となりました。 

子どもたちはテラスでずり這いやハイハイをしたり、園庭で歩いたりして 

元気に体を動かしています。また、バギーに乗って大学構内で風を 

感じたり、草花などに触れたりして、自然の中で遊ぶことも楽しんで

いました。室内では好きなおもちゃを見つけ、保育者に見守られる中で 

安心して過ごしています。ふれあい遊びや歌も大好きで、保育者が歌うと 

一緒にしようと寝転んだり、歌に合わせておもちゃを振ったりして 

子どもたちの喜ぶ姿が見られています。 

 今月から湯遊びが始まります。テラスで温かい水の入った小さな 

プールやタライにおもちゃを入れて遊んだり、水の感触を楽しんだり

します。また、月齢に合わせて沐浴をして汗を流すなど、暑い夏を 

子どもたちと心地よさを感じながら過ごしていきたいと思います。 

 暑さも日々増していき、本格的な夏を迎える季節となりました。 

子どもたちは暑さに負けず元気いっぱい戸外で遊んでいます。園庭で 

保育者や友だちと一緒にダンゴムシやアリを探したり、大学の芝生で

シロツメクサを摘んだり、自然にたくさん触れて過ごしました。 

雨の日は、窓から外を見て「あ！あ！」「あめざーざー」と指差しや言葉で 

伝える姿も見られました。身振りや言葉で子どもたちなりに思いを 

一生懸命伝えようとする姿を受け止め、これからも子どもたちとの 

やりとりを大切に過ごしていきたいと思います。 

 今月から湯遊びが始まります。タライやビニールプールを使い、 

水の感触や気持ちよさを感じながら、一人ひとりのペースに 

合わせて楽しんでいきたいと思います。 

ちいさなたね【乳児おたより】  ２０２1 年度 7・8 月 

あり組・ひよこ組・りす組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある日、Aちゃんは 

持っていたおもちゃを 

Bちゃんに「どーぞ」と渡して 

いました。B ちゃんはおもちゃを 

受け取るととても嬉しそうで、今度は 

ＢちゃんがCちゃんにおもちゃを渡して 

いました。すると Cちゃんもにっこり、 

子どもたちのかわいい『どうぞ』の 

やりとりに、心がほっこりしました。 

これからも子ども同士のやりとりの 

場面を大切に見守り、成長を 

喜びあっていきたいと 

思います。 

車や電車など、 

乗り物が大好きな子どもたち。 

ある日、室内でＡくんとＢくんが 

一緒に車のおもちゃを走らせていると、 

Ｃくんもお気に入りの車を持って2人の 

あとを追いかけていました。Ｂくんが 

振り返ってＣくんの姿に気がつくと、 

目を合わせて微笑み合い、その姿が 

とてもかわいらしかったです。 

戸外で遊んでいると 

バッタを見つけました。 

園庭で見つけることは珍しく 

子どもたちは大興奮。みんなで 

頭を寄せ合って観察していました。       
すると A ちゃんが・・・ 

「これも跳んじゃうからね～」と 

見せてくれたもの、それはバッタに 

よく似た草でした(笑)       
子どもたちと一緒に虫や草花を 

探したり触れたりする中で、 

心の動きや子どもの発想を 

大切にしていきたいと 

思います。 


